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平均保険料率を１０％とした場合のシミュレーション ：協会けんぽの２０２１年６月までの実績を基にしたケース

2021年度 2022年度 2023年度以降

被保険者数の伸び率 ０.９％ ▲０.３％
日本の将来推計人口

出生中位（死亡中位）を基礎

賃金上昇率 ▲０.４％ ０.８％ 下記の条件
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（億円） （か月分）棒グラフ：準備金残高 （目盛：左） 折れ線グラフ：法定準備金に対する比率（目盛：右）

2021年度 2022年度 2023年度以降

被保険者数の伸び率 ０.０％ ▲０.６％
日本の将来推計人口

出生中位（死亡中位）を基礎

賃金上昇率 ▲０.７％ ０.２％ 下記の条件

平均保険料率を１０％とした場合のシミュレーション ：Ｐ１より被保険者数や標準報酬月額の伸び率を厳しくみたケース
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平均保険料率を変動させた場合のシミュレーション

2022年度以降の平均保険料率を10.0％～9.5％でそれぞれ維持した場合
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2022年度

以降の料率

2021年度 2022年度 2023年度以降

被保険者数の伸び率 ０.９％ ▲０.３％
日本の将来推計人口

出生中位（死亡中位）を基礎

賃金上昇率 ▲０.４％ ０.８％ ０.４％


